
社会とともに�

　ヤピ そこで使用する乾電池の量は

年間50トン（約200万本）になっています。これらは従来、

専門の廃棄物処理業者に委託して処理してきました。

しかし処理方法は大部分が埋立に頼り、埋立処分場を

必要とするため、将来的にその逼迫が懸念されるなどの

課題が現れていました。当社では、こうした課題に配慮す�

豊かな共生社会の構築に向けて�
障害者の社会的自立を支援するヤマトグループ�

　ヤマトグループでは以前より、事業活動や財団活動を


